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あきらめない、油断もしない、
お任せしない

－津波避難対策のポイント－

矢守克也
（京大防災研・巨大災害研究センター・教授）
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今日のまとめ

• 四万十町興津地区でのとりくみ
– 地域と学校が一体となって・・・「ぐるみの会」

– 防災マップが高台移転に

– 「個別避難訓練タイムトライアル」→「動画避難カルテ」

– 簡単版、紙版の避難カルテ

• 黒潮町万行地区でのとりくみ
– 全世帯アンケート

– 避難シミュレーションと津波シミュレーション

– 「地震さぶとん」体験と避難場所変更訓練

• 「あきらめない、油断もしない、お任せしない」
– 避難放棄者

– 避難困難者？ 避難困難地域？
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四万十町
興津地区

黒潮町
万行地区

高知市
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津波避難アクションリサーチ

• 高知県四万十町興津地区
– 「個別避難訓練：タイムトライアル」による避難行動把
握＋津波浸水シミュレーション⇒津波避難シミュレー
ション

– 新たなアクションへ：橋梁改修、新避難場所設置、簡
易版個別訓練etc.

– NHK Eテレ「シンサイミライ学校」

• 高知県黒潮町万行地区
– 「全世帯アンケート」による避難意向・プラン把握＋津
波浸水シミュレーション⇒津波避難シミュレーション

– 新たなアクションへ：新避難タワー設置、地震後経過
時間カウントアップ放送、タワー引き上げ訓練etc.

– NHK 総合「四国羅針盤」、「おはよう日本」
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5

高知県
興津小学校

高知県四万十町興津地区

人口：１０００人
農業、漁業、海

水浴場

南海トラフ地震
津波最大浸水深１０メートル以上
地震から早くて２０分くらいで
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• 興津地域のみなさま、興津小中学校の関係
者のみなさま、四万十町役場のみなさまにお
礼申し上げます。

• 高知県、ＮＨＫ高知放送局の関係者みなさま
にお礼申し上げます。

• 共同研究者：畑山満則（准教授）、鈴木進吾（
助教）、宮本匠（研究員）、孫英英、谷澤亮也
、杉山高志（以上、大学院生）、近藤誠司（元
大学院生、現関西大学）
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避難所15～

小学校4.5

元保育所1

今の保育所&デ
イサービス 35

新避難所35

元デイサー
ビス3

タワー15
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3.11の後＝巨大想定下の興津地区

• 想定＝15‐20分程度、10メートル超浸水、震度6強
• 避難施設は、ある意味、十分整備済

• これまでのすばらしい成果（防災教育と施設整備
の両輪）

• それでも、巨大想定をうけて、「逃げよう」という意
識は・・・？？？

• ３大よろしくない受けとめ
– 「あきらめ」…もうダメだ、黙ってお迎えを
– 「油断（慢心）」…そんなの来るわけない、昭和のと
きだって…

– 「お任せ」…「もっと高いタワーを」、「先生、よろしく
お願いします」
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■■当日はここで動画をご覧いただきます■■
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個別訓練＝動画カルテ まとめ１

1. 「想定」は、そうならないための対策をとる
ために（それを「うそ」にしてしまうために）
出されている→「うそ」にするための具体
的な方法を共に考え実践する

2. 避難する人自身が「主役」となった減災活
動

3. 研究者（専門家）と当事者（地域住民）との
対話の場・ツール

平成26年度公開講座(第25回) 講義資料 2014/8/29



個別訓練＝動画カルテ まとめ２

4. 高齢者と子どもたちの対話の場

5. 地震・津波＝「敵を知る」と、「己を知る」と
のバランス

• 敵：揺れの強さ、継続時間、津波の高さ、
早さ、方向

• 己：自分はどこに、どこを通って、どのよ
うに、だれと一緒に、何分かかって？

6. 情報→対策→訓練→情報→対策→訓練…
の繰り返し・サイクル
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個別訓練まとめ３： 印象的な言葉

 今回はタイムが伸びたor落ちた

 自宅の裏山じゃダメなの？

 橋を修繕してほしい→すでに補強が決まった

 寝室にバールを置きました

 「百歳体操で百年津波に備えよう！」

 「津波が来たら、わたしも家も流されるなあ」→「そんな
ん言うたらいかん」→「生きてほしいんや、 今は高台ま
で逃げられるかなあって思ってます」

 子どもたちから、「絶対、逃げんといかん」と言われる

 そのように言ってあげることのできる気持ち、姿勢

 「まず自分の命を守りましょう」：それはそうだが、やは
り、「みんなで助かろう」ではないのか→「津波てんでん
こ」の本当の意味
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黒潮町

万行地区で
のとりくみ
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• 万行地域のみなさま、黒潮町役場のみなさま
にお礼申し上げます。

• 高知県、ＮＨＫ高知放送局の関係者みなさま
にお礼申し上げます。

• 共同研究者：畑山満則（准教授）、鈴木進吾（
助教）、中居楓子（大学院生）
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■■当日はここで動画をご覧いただきます■■
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ご協力
ありがとうございました

ご回答くださった世帯

251世帯／251世帯 100％
（※入院などで長期不在の方を除いています）
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あかつき館

松原の中

ふるさと総合センター
緑野

錦野

向山

児童館

避難タワー

自宅

町民館

海

山
万行地区

芝の山

挙げられた避難場所
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アンケートの通りなら・・・
180人
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早期避難・乗合バス＋避難場所の
途中変更・・・20人
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助け合い関係の一例

2014/8/20 万行地区 アンケート調査集計 23

複雑に入り混じっている
遠くの人を助けに行くケース
海に向かうケース
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黒潮町でのとりくみ（１）

• なにもしなければ・・・・・180人の住民が津波
に追いつかれる。（全住民578人の約31％）

• 対策①：耐震補強＆家具固定＆非常持出袋
＆自転車バイク隊による率先避難・・・143人
の住民が津波に追いつかれる（37人減少）

• 対策②：要援護者を近所の人が助けるリヤ
カー隊と、乗合タクシー＆バスを導入・・・98人
が津波に追いつかれる（45人減少）

2014/8/20 真陽地区 津波防災・勉強会 24
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黒潮町でのとりくみ（２）

• 対策③：「芝の山」に向かう人は地震発生から
10分、「入野小」に向かう人は地震発生から13
分までに地区を出られない場合、タワーに進
路変更、手段は防災行政無線、タワーからの
呼びかけ・・・20人が津波に巻き込まれる（78
人減少）

• 以上の方針にしたがって、実際に、進路変更
してタワーに駆け上がる訓練、変更を呼びか
ける訓練を実施

• 「情報→分析→対策→訓練」の繰り返しが大切
2014/8/20 真陽地区 津波防災・勉強会 25
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室内被害のイメージ

東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）時、仙台市で観測された地震波形
を用いた家具転倒実験映像。揺れ始めて数秒でこの状況。
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まとめ

• 「あきらめず、油断もせず、お任しない」：そう
すれば、必ず道はひらけます‐‐‐避難放棄はよ
くないです。

• 防災対策は、地震・津波との戦い。「戦い」に
勝つには、「敵を知り、己を知ること」

• 「避難困難者」という人はいません。「避難困
難地域」という地区もありません‐‐‐××さん、

〇〇地区という具体的な人や地区の特徴（強
いところ、弱いところ）に即してできることから
していきましょう。
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